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外
国
人
材
の
受
け
入
れ
と
、
多
文

外
国
人
材
の
受
け
入
れ
と
、
多
文

化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
本

化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
本

市
の
取
り
組
み
を
問
う

市
の
取
り
組
み
を
問
う

相
談
案
内
対
応
や
外
国
人
の
児
童
生
徒
に
対
す
る

支
援
な
ど
、
複
数
分
野
に
わ
た
る
生
活
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す

　
国
は
外
国
人
材
の
技
能
実
習
制

度
を
改
め
、
は
っ
き
り
と
労
働
者

と
し
て
の
人
材
確
保
と
人
材
育
成

と
し
た
「
育
成
就
労
制
度
」
の
方

針
を
明
確
に
し
た
。
本
市
の
外
国

人
材
が
地
域
の
新
た
な
担
い
手
と

し
て
定
着
で
き
る
よ
う
、
外
国
人

材
に
対
す
る
積
極
的
な
受
入
支
援

や
暮
ら
し
や
す
い
多
文
化
共
生
支

援
が
重
要
で
あ
る
。

通
じ
て
の
異
文
化
交
流
・
翻
訳
・

日
本
語
教
室
の
開
催
、
相
談
案
内

対
応
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多

言
語
翻
訳
な
ら
び
に
、
市
役
所
窓

口
に
来
ら
れ
た
日
本
語
が
話
せ
な

い
外
国
人
の
方
に
対
し
て
自
動
翻

訳
機
を
活
用
し
た
窓
口
対
応
、
さ

ら
に
外
国
人
の
児
童
生
徒
に
対
す

る
学
校
生
活
へ
の
適
応
支
援
な

ど
、
複
数
分
野
に
わ
た
り
生
活
支

援
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

外国人材の受け入れと
多文化共生社会の実現に
ついて

問答

　
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
と
、
多

文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

本
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
外
国
人
材
の
宿
舎
と
し
て
、
市

営
住
宅
・
空
き
家
の
活
用
に
つ
い

て
伺
う
。

問

問

藍原　章 議員

一般質問一般質問

　
外
国
人
材
の
受
入
支
援
は
、
こ

れ
ま
で
か
ら
滋
賀
労
働
局
を
通
じ

助
成
金
等
の
様
々
な
支
援
制
度
が

用
意
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
滋
賀
県

外
国
人
材
受
入
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
の
受
入
相
談
や
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
等
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

相
談
が
あ
っ
た
際
は
、
制
度
に
精

通
し
実
例
を
蓄
積
し
て
い
る
支
援

機
関
に
繋
い
で
い
ま
す
。

　
都
市
整
備
部
長

　
市
営
住
宅
に
は
、
入
居
者
の
収

答

　
政
策
部
長

　
高
島
市
国
際
協
会
へ
の
委
託
を

答

　
外
国
人
材
を
受
け
入
れ
た
い
企

業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

問　
商
工
観
光
部
長

答

入
に
応
じ
て
一
般
市
営
住
宅
と
特

定
公
共
賃
貸
住
宅
等
が
あ
り
、
ど

ち
ら
も
入
居
に
際
し
て
国
籍
等
の

要
件
は
な
く
、
市
内
で
労
働
さ
れ

て
い
る
外
国
人
材
の
方
も
既
に
入

居
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
市
営

住
宅
の
制
度
で
は
、
入
居
で
き
る

の
は
個
人
と
な
っ
て
お
り
、企
業
、

法
人
等
が
従
業
員
の
宿
舎
と
し
て

借
り
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
市
民
生
活
部
長

　
外
国
籍
の
方
か
ら
の
相
談
に
つ

い
て
は
、令
和
４
年
度
に
は
６
件
、

令
和
５
年
度
に
は
13
件
あ
り
、
移

住
件
数
は
２
年
間
で
９
件
で
し

た
。
今
後
に
お
い
て
も
、
市
へ
の

移
住
・
定
住
と
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
、
よ
り
一
層
空
き
家

の
有
効
活
用
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

答

そ
の
他
の
質
問

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
循

環
経
済
）
に
つ
い
て


